


　
合
併
前
の
旧
市
町
の
ふ
る
さ
と
会
で

つ
く
る
「
由
利
本
荘
ふ
る
さ
と
会
連
合

会
」（
菊
地
昭
夫
会
長
）設
立
の
集
い
が

六
月
二
十
九
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ケ
谷
で
開
か
れ
、
首

都
圏
に
お
住
ま
い
の
会
員
や
来
賓
な
ど

約
百
四
十
人
が
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
連
合
会
は
、
本
市
の
各
地
域
を

ふ
る
さ
と
と
す
る「
本
荘
ふ
る
さ
と
会
」

「
在
京
矢
島
会
」
「
ふ
る
さ
と
岩
城
会
」

「
由
利
中
学
校
同
窓
会
東
京
支
部
」「
東

京
地
区
大
内
会
」
「
東
京
東
由
利
会
」

「
関
東
地
区
西
目
会
」「
ふ
る
さ
と
鳥
海

の
会
」の
メ
ン
バ
ー
が
発
起
人
と
な
り
、

一
昨
年
十
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
会
長

は
ふ
る
さ
と
鳥
海
の
会
会
長
の
菊
地
さ

ん
、
副
会
長
は
本
荘
ふ
る
さ
と
会
会
長

の
池
田
哲
三
さ
ん
と
由
利
中
同
窓
会
東

京
支
部
相
談
役
の
斎
藤
茂
義
さ
ん
が
務

め
て
い
ま
す
。

   

設
立
の
趣
意
、規
約
を
紹
介

　
こ
の
日
は「
平
成
の
大
合
併
に
伴
い
、

由
利
本
荘
市
が
誕
生
し
た
こ
と
を
受

け
、
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
ふ
る
さ
と
会

を
ど
う
展
望
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
豊
か

な
交
友
関
係
を
構
築
し
、
緩
や
か
な
連

合
体
と
し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
し

て
い
く
」
と
す
る
設
立
趣
意
や
こ
れ
ま

で
の
経
緯
、規
約
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
菊
地
会
長
は
「
同
郷
の

強
い
絆
で
結
ば
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
こ
の
集
い
を
開
催
で
き
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
私
た
ち
の

間
に
も
新
市
を
新
し
い
一
つ
の
ふ
る
さ

と
と
す
る
意
識
が
芽
生
え
、
同
郷
同
士

の
素
朴
な
信
頼
感
・
安
心
感
を
も
っ
て

胸
襟
を
開
き
、
緩
や
か
な
連
合
会
と
し

て
一
つ
に
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
足
か
け
五
年
に
及
ぶ
困
難
な
協
議

で
し
た
が
、
こ
の
設
立
の
集
い
を
契
機

と
し
て
豊
か
な
交
流
を
深
め
、
新
市
の

一
体
感
を
醸
成
し
つ
つ
、
緊
密
な
連
携

を
図
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま

し
た
。

　
柳
田
市
長
は
「
合
併
を
す
る
前
か
ら

連
合
会
の
協
議
を
さ
れ
、
ま
た
、
今
ま

で
ど
お
り
地
域
の
ふ
る
さ
と
会
を
継
続

さ
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
郷

土
の
発
展
の
た
め
、
皆
さ
ん
の
さ
ら
な

る
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
煙
山
秋
田
県
人
会
連
合

会
長
が
「
各
ふ
る
さ
と
会
そ
れ
ぞ
れ
の

深
い
伝
統
や
文
化
を
抱
え
て
連
合
会
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と

で
は
な
い
。
ひ
と
え
に
由
利
本
荘
の
ふ

る
さ
と
を
思
う
、
皆
さ
ん
の
お
気
持
ち

が
あ
れ
ば
こ
そ
で
す
。
連
合
会
が
で
き

た
こ
と
は
、
新
し
い
市
に
と
っ
て
心
強

い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
会

の
発
展
と
新
市
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
ま

す
」
と
の
お
祝
い
の
言
葉
に
続
き
、
井

島
市
議
会
議
長
の
乾
杯
で
杯
を
酌
み
交

わ
し
な
が
ら
、
県
人
会
連
合
会
賛
助
出

演
に
よ
る
「
西
馬
音
内
盆
踊
り
」
な
ど

を
満
喫
。
ふ
る
さ
と
な
ま
り
を
交
え
な

が
ら
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
最
後

に
参
加
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
高

ら
か
に
合
唱
し
ま
し
た
。

煙
山
県
人
会
連
合
会
長
が

お
祝
い
の
言
葉

井
島
議
長
が
乾
杯
の
ご
発
声

カラオケで熱唱――

秋
田
県
人
会
賛
助
出
演
に
よ
る

「
西
馬
音
内
盆
踊
り
」

「
郷
土
発
展
の
た
め
、ご
支
援
を
」

祝
辞
を
述
べ
る
柳
田
市
長

「豊かな交流、緊密な連携を図りたい」
あいさつを述べる菊地会長



　
「
ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附
）」
と
は
、

ふ
る
さ
と
に
対
し
貢
献
し
た
い
、
応
援

し
た
い
と
思
う
地
方
自
治
体
へ
寄
附
し

た
場
合
、
そ
の
相
当
額
が
、
翌
年
度
の

住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度
の
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
自
治
体
へ
の
寄

附
金
控
除
制
度
を
大
幅
に
拡
充
し
た
も

の
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
「
由
利
本
荘
」
を
大
切

に
し
た
い
」
、
「
ふ
る
さ
と
「
由
利
本

荘
」
の
発
展
の
た
め
に
何
か
役
立
ち
た

い
」
と
い
う
皆
様
の
思
い
か
ら
な
る
ご

寄
附
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
寄
附
金
の
使
途
を
明
確
に

す
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
さ
く
ら
基
金
」

を
設
置
し
、
主
に
次
の
事
業
に
活
用
し

ま
す
。
基
金
の
収
支
状
況
は
、
ご
寄
附

い
た
だ
い
た
皆
様
に
報
告
し
ま
す
。

①
市
の
花
「
さ
く
ら
」
を
活
用
し
た
ま

　
ち
づ
く
り
（
さ
く
ら
の
植
樹
や
保
護

　
な
ど
、
観
光
と
一
体
と
な
っ
た
活
力

　
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
実
施
）

②
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
（
水
源
の

　
涵
養
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
森

　
林
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
保
つ

　
た
め
、
鳥
海
山
麓
の
景
観
保
全
を
実

　
施
）

③
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支

　
援
・
育
成
（
母
子
家
庭
や
子
育
て
支

　
援
、
青
少
年
健
全
育
成
な
ど
、
次
世

　
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支

　
援
）

                                                      

　
ふ
る
さ
と
さ
く
ら
基
金
へ
の
ご
寄
附

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
手
続
き

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
個
人
が
対
象
で
、
ご
寄
附
は
１
口
５

千
円
以
上
で
お
願
い
し
ま
す
。
（
振
り

込
み
手
数
料
は
無
料
／
市
が
負
担
）

 

①
寄
附
申
込
書
の
提
出
　
「
寄
附
申
出

書
」
を
市
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
寄

附
申
出
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

 

▽
郵
送
・
送
信
先
　
〒
０
１
５
―
８
５

０
１
　
秋
田
県
由
利
本
荘
市
尾
崎
17 

　
市
企
画
調
整
部
企
画
調
整
課

　
　
電
話
０
１
８
４
―
24
―
６
２
３
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
４
―
23
―
１
３
２
２

 

電
子
メ
ー
ル

 
kikaku@

city.yurihonjo.akita.jp
 

②
郵
便
振
替
用
紙
の
送
付
　
「
寄
附
申

出
書
」
を
受
理
し
た
後
、
市
か
ら
寄
附

申
し
出
の
方
へ
払
込
取
扱
票
付
き
「
ふ

る
さ
と
さ
く
ら
基
金
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

を
郵
送
し
ま
す
。
払
込
取
扱
票
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
お
近
く
の
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
で
ご
寄
附
く
だ
さ
い
。
（
手

数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

 

③
寄
附
金
の
受
領
を
証
明
す
る
書
類
の

送
付
　
入
金
を
確
認
後
、
市
か
ら
ご
寄

附
い
た
だ
い
た
方
へ
、
寄
附
金
の
受
領

書
を
郵
送
し
ま
す
。
税
の
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
確
定
申
告

時
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

 
                                                      
 

　
ふ
る
さ
と
さ
く
ら
基
金
に
対
す
る
寄

附
金
の
う
ち
適
用
下
限
額
（
５
千
円
）

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
限
度

額
ま
で
所
得
税
と
合
わ
せ
て
控
除
さ
れ

ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け
る
に
は
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。
そ
の
際
、
寄
附
受

領
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
最

寄
り
の
税
務
署
か
居
住
す
る
市
区
町
村

税
務
担
当
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

 

☆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！
　
「
ふ
る
さ

と
納
税
（
寄
附
）
制
度
」
は
皆
様
の
善

意
を
形
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り

組
み
で
あ
り
、
決
し
て
寄
附
を
強
要
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
語
っ
た
寄
附
の
強
要
や
詐

欺
行
為
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
ふ
る
さ
と
さ
く
ら

基
金
へ
の
寄
附
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
く

方
法
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
の
「
払
込

取
扱
票
」
の
取
り
扱
い
だ
け
で
す
。
こ

れ
以
外
の
方
法
に
よ
る
払
い
込
み
（
例

／
現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
に
よ

る
振
り
込
み
な
ど
）
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

 

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
企 

画 

調 

整 

課

　
　
☎
　
０
１
８
４
―
24
―
６
２
３
５

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
４
―
23
―
１
３
２
２

ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
）制
度
と
は

寄
附
金
控
除
が
あ
り
ま
す

ふ
る
さ
と
納
税（
寄
附
）「
ふ
る
さ
と

さ
く
ら
基
金
」
の
使
途
は

か
ん

ろ
く

　旧制本荘中（本荘高）卒業後、昭和36年に
東北新社を設立し、外国映画の配給や日本
語版の吹き替え事業を展開。ヒット映画の
配給・制作とともに、衛星放送関連事業や
酒造物販、映像学校運営など、多岐にわた
る事業を展開する。現・東北新社グループ
代表、（社）衛星放送協会長。

　７月３日、（株）東北新社の植村伴次郎代表取締役会長
（79歳）から、「ふるさとさくら基金」へ200万円のご
寄附をいただきました。「ふるさと納税」による市への
寄附は、植村会長が第一号です。
　植村会長は、同社を訪問した柳田市長に寄附金の目録
を手渡しながら「ふるさと由利本荘のために役立ててく
ださい」と話しました。篤志ありがとうございます。

寄附金の目録を柳田市長に手渡す植村会長（左）

植村伴次郎さん
（79歳・前郷出身・（株）東北新社代表取締役会長）

寄附者

寄附者の最寄りの税務署 寄附者の住んでいる地方自治体

由利本荘市

③確定申告 ④所得税控除
受領書を必ず添付
してください

①寄附申し込み・寄附金の納付

②寄附受領書の発行

⑥税額控除済み
　住民税決定通知
　（寄附の翌年度）

⑤申告情報の通知

ふ
る
さ
と
さ
く
ら
基
金
へ
の

ご
寄
附
の
方
法



■
鳥
海
地
域
（
７
月
１
日
）

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
初
日
、
鳥
海
地

域
の
紫
水
館
に
は
約
百
四
十
人
の

地
域
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
大
井
永
吉
・
由
利
高

原
鉄
道
社
長
が
「
再
生
計
画
が
実

施
に
移
っ
て
二
年
目
に
な
る
が
、

依
然
と
し
て
乗
客
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な

る
と
予
想
さ
れ
る
。
四
日
間
に
わ

た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
、
乗

客
の
増
加
、
地
域
の
足
、
魅
力
あ

る
鉄
道
を
目
指
し
て
い
ろ
い
ろ
と

お
考
え
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
発
表
で

は
、
西
目
高
校
二
年
・
佐
藤
浩
一

君
が
「
車
窓
か
ら
四
季
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
友
達
と
の
有
意
義

な
情
報
交
換
の
場
。
地
域
の
列
車

を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
、

市
商
工
会
女
性
部
鳥
海
支
部
長
・

佐
藤
ヨ
ウ
子
さ
ん
が
「
子
供
や
高

齢
者
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
足
。
絶
対
に
必
要
」
と
訴
え

ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
観
光
協
会
鳥
海

支
部
理
事
の
眞
坂
洋
一
さ
ん
、
鳥

海
地
域
協
議
会
会
長
の
松
田
訓
さ

ん
が
意
見
を
主
張
し
ま
し
た
。

■
矢
島
地
域
（
７
月
２
日
）

　
矢
島
地
域
の
日
新
館
で
開
催
さ

れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
約
百

六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
意
見
発
表
者
の
由
利
高
校
二
年

・
茂
木
元
義
君
が
「
通
勤
・
通
学

時
の
利
用
者
数
に
応
じ
た
車
両
編

成
を
お
願
い
し
た
い
」、「
地
域
住

民
・
沿
線
住
民
た
ち
の
山
ろ
く
線

に
対
す
る
存
続
意
識
に
つ
い
て
意

識
調
査
が
必
要
」
と
、市
商
工
会

理
事
の
佐
藤
公
さ
ん
が
主
張
。
続

い
て
、
市
観
光
協
会
矢
島
支
部
副

支
部
長
の
三
浦
晃
さ
ん
、
由
利
高

原
鉄
道
矢
島
地
域
協
力
会
理
事
の

茂
木
好
文
さ
ん
が
「
矢
島
駅
は
始

発
駅
で
あ
り
終
着
駅
。
ア
ピ
ー
ル

の
仕
方
と
し
て
は
お
も
し
ろ
い
。

（
市
職
員
の
通
勤
利
用
な
ど
）
思

い
と
行
動
を
共
に
し
て
ほ
し
い
」

と
主
張
し
ま
し
た
。

■
由
利
地
域
（
７
月
３
日
）

　
由
利
地
域
の
善
隣
館
で
は
約
百

人
が
参
加
し
て
開
催
。

　
由
利
高
校
二
年
・
佐
々
木
航
平

君
は
「
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
作

り
、
駅
付
近
の
商
店
で
使
用
で

き
る
商
品
券
へ
の
交
換
な
ど
が
で

き
れ
ば
」
な
ど
と
パ
ネ
ル
を
使
用

し
な
が
ら
発
表
。
ま
た
、
市
商
工

会
由
利
支
所
代
表
幹
事
の
小
濱
仁

さ
ん
が
「
県
内
外
か
ら
の
観
光
客

に
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
、
山
ろ

く
線
と
羽
越
本
線
の
高
速
化
運
動

に
関
す
る
連
携
が
必
要
」
と
述

べ
、
市
観
光
協
会
由
利
支
部
理

事
の
戸
田
久
一
さ
ん
、
前
郷
駅
愛

好
会
会
長
の
大
関
嘉
一
さ
ん
が

「
全
市
民
挙
げ
て
の
乗
車
活
動
を

展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

■
本
荘
地
域
（
７
月
４
日
）

　
最
終
日
は
、
本
荘
地
域
の
広
域

行
政
セ
ン
タ
ー
で
約
百
人
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、主
催
者
を
代
表
し
、

由
利
高
原
鉄
道
再
生
支
援
協
議
会

会
長
・
柳
田
弘
市
長
が
「
将
来
の

山
ろ
く
線
存
続
の
た
め
に
も
利
用

拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。
地
域

の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
が
け
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
全
国
鉄
道
利
用
者
会
議
会
員

・
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
サ
ポ
ー
タ

ー
の
佐
藤
和
博
さ
ん
（
矢
島
地
域

出
身
・
秋
田
市
）
に
よ
る
「
明
日

へ
走
る
鳥
海
山
ろ
く
線
」
と
題
し

た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
子
供
の

こ
ろ
か
ら
鉄
道
に
興
味
を
持
ち
、

県
内
を
中
心
に
鉄
道
写
真
を
撮

影
、
写
真
集
を
出
版
す
る
な
ど
の

活
動
を
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
の
矢

島
線
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
や
鉄
道

の
楽
し
み
方
、
現
在
三
十
三
社
あ

る
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
う
ち
、

黒
字
経
営
は
五
社
の
み
―
な
ど
と

い
っ
た
現
状
を
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
最
後
に
「
自
分
た
ち
の
鉄
道

は
自
分
た
ち
で
利
用
し
よ
う
。

権
利
は
義
務
に
な
る
」
と
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
意
見
発
表
で
は
「
私
た
ち
高

校
生
に
は
欠
か
せ
な
い
お
ば
こ

号
」
と
矢
島
高
校
二
年
の
遠
藤
広

美
さ
ん
、
市
商
工
会
事
務
局
次
長

・
鈴
木
芳
紀
さ
ん
が
「
首
都
圏
か

ら
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
が
好
評
。

地
域
の
足
と
し
て
率
先
的
に
利
用

を
」
、
由
利
高
原
鉄
道
本
荘
地
域

協
力
会
会
長
の
小
松
賞
さ
ん
が

「
定
期
券
購
入
者
な
ど
安
定
し
た

乗
客
の
確
保
を
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
ま
た
、
本
荘
高
校
三
年
・
放
送

部
の
高
野
栞
さ
ん
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
秋
田

県
大
会
・
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

部
門
で
由
利
高
原
鉄
道
を
取
り
上

げ
、
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
作
品

を
交
え
な
が
ら
「
お
ば
こ
号
を
応

援
す
る
手
助
け
に
な
れ
ば
」
と
発

表
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
七
月
五
日
・
六
日
に

運
行
さ
れ
た
七
夕
列
車
の
出
発
式

が
行
わ
れ
、
四
日
間
に
わ
た
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
、
市
商
工
振
興
課
長
が
、
市

を
取
り
巻
く
公
共
交
通
体
系
の
概

要
や
鳥
海
山
ろ
く
線
の
歴
史
・
経

営
状
況
、
本
年
度
の
具
体
的
な
取

り
組
み
な
ど
を
説
明
。
「
今
年
は

矢
島
開
通
か
ら
七
十
年
と
い
う
節

目
。
観
光
資
源
の
原
点
で
も
あ
る

鳥
海
山
を
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
す
る

鉄
路
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」

と
強
調
し
、
由
利
高
原
鉄
道
の
渡

部
悟
業
務
係
長
が
利
用
拡
大
策
や

イ
ベ
ン
ト
列
車
の
運
行
計
画
を
説

明
し
ま
し
た
。

●
７
月
19
日（
土
）

　
ビ
ー
ル
列
車
（
第
１
弾
）

●
７
月
24
日（
木
）

　
お
ば
こ
カ
ッ
プ
各
駅
愛
好
会

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

●
８
月
９
日（
土
）

　
ビ
ー
ル
列
車
（
第
２
弾
）

●
９
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）

　
ふ
れ
あ
い
号
の
旅
（
仏
ヶ
浦
）

●
９
月
21
日（
日
）

　
お
ば
こ
ハ
イ
ク

●
10
月
13
日（
月
）

　
特
産
品
ま
つ
り
無
料
列
車

●
12
月
　
忘
年
会
列
車

●
２
月
上
旬

　
矢
島
冬
ま
つ
り
酒
蔵
開
放
無
料
列
車

　
前
郷
駅
愛
好
会
（
大
関
嘉
一
会

長
）
が
主
体
と
な
っ
て
、
六
月
二

十
三
日
、
前
郷
駅
構
内
に
ア
ジ
サ

イ
の
植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
会
の
呼
び
か
け
に
集

ま
っ
た
地
域
住
民
や
会
員
な
ど
約

三
十
人
が
参
加
し
、
駅
周
辺
の
草

刈
り
や
木
の
枝
払
い
、
植
木
の
手

入
れ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
山
ろ
く
線
存
続
に
向
け
、
地
域

住
民
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
由
利
高
原
鉄
道
再
生
支
援
協
議
会
、
鳥
海
山
ろ
く
線
運
営
促
進

連
絡
協
議
会
主
催
の
「
鳥
海
山
ろ
く
線
利
用
促
進
リ
レ
ー
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
、
七
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
、
鳥
海
・
矢
島
・
由
利

・
本
荘
地
域
の
順
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
同
線
の
経
営
改
善
に
向
け

て
、
由
利
高
原
鉄
道（
株
）お
よ
び
市
か
ら
の
事
例
紹
介
と
由
利
高

原
鉄
道
再
生
計
画
の
説
明
や
、
日
ご
ろ
お
ば
こ
号
を
利
用
し
て
い

る
地
域
住
民
の
方
々
に
よ
る
意
見
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
四
日
間

で
延
べ
約
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

佐藤浩一君（西目高校2年）

茂木好文さん（矢島）

佐々木航平君（由利高校2年）

基調講演をする佐藤和博さん

高野栞さん（本荘高校3年）

問い合わせ先　由利高原鉄道（株）　☎56－2736▽



　
七
月
に
は
、
平
成
十
九
年
中
の
所
得

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
年
度
の
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
が
確
定
し
ま
す
。
す

べ
て
の
制
度
加
入
者
に
通
知
書
が
七
月

中
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
自
分

の
確
定
し
た
保
険
料
や
納
付
方
法
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
四
月
の
年
金
か
ら
保
険
料
が

引
か
れ
て
い
る
方
に
も
、
再
度
通
知
書

が
届
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
四
月
・
六
月
・

八
月
に
引
か
れ
る
保
険
料
額
が
平
成
十

八
年
中
の
所
得
を
も
と
に
仮
に
算
定
さ

れ
た
額
（
仮
徴
収
額
）
と
な
っ
て
お
り
、

確
定
し
た
平
成
十
九
年
中
の
所
得
で
保

険
料
額
（
本
徴
収
額
）
を
算
定
し
な
お

す
必
要
が
あ
る
た
め
で
す
。
本
徴
収
額

か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た
残
額
が

十
月
・
十
二
月
・
二
月
の
年
金
か
ら
三

回
に
分
け
て
引
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

　
ま
た
、
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者

で
あ
っ
た
た
め
九
月
ま
で
保
険
料
の
徴

収
が
凍
結
さ
れ
て
い
る
方
に
も
、
十
月

以
降
の
保
険
料
額
や
納
付
方
法
を
お
知

ら
せ
す
る
通
知
書
が
届
き
ま
す
。 

●
七
月
に
送
付
さ
れ
る
も
の 

①
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定

　
通
知
書
（
広
域
連
合
長
名
）
」
と
「
後

　
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
入
通
知
書

　
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
（
市
長

　
名
）
」
が
一
枚
に
な
っ
た
通
知
書

　
…
全
員
に
送
付
。 

②
納
付
書
…
年
金
か
ら
の
引
き
去
り
対

　
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方
、
及
び
年
金

　
か
ら
の
引
き
去
り
と
納
付
書
に
よ
る

　
納
付
が
併
用
と
な
る
方
に
送
付
。 

 

　
納
付
書
が
送
付
さ
れ
た
方
は
、
納
期

限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方
は
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
の
申
し

し
込
み
書
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
金
融
機
関
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

負
担
区
分
が
変
更
に
な
る
方
に
は 

変
更
後
の
保
険
証
が
届
き
ま
す 

　
既
に
お
送
り
し
て
い
る
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
「
平

成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
」
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成
十
九
年
中
の
収
入

お
よ
び
所
得
を
も
と
に
負
担
区
分
を
再

判
定
し
、
平
成
二
十
年
八
月
一
日
か
ら

窓
口
負
担
が
一
割
か
ら
三
割
へ
、
ま
た

は
、
三
割
か
ら
一
割
へ
変
更
に
な
る
方

に
は
、
変
更
後
の
保
険
証
が
再
度
送
付

さ
れ
ま
す
。 

 

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額 

認
定
の
申
請
を
忘
れ
ず
に 

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入
院

時
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で
一
般

の
方
よ
り
も
食
事
料
が
安
く
な
り
ま
す
。

該
当
者
に
は
通
知
と
申
請
書
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
、
入
院
前
に
市
民
生

活
課
ま
た
は
総
合
支
所
市
民
課
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
市
民
生
活
課 

　
高
齢
者
・
福
祉
医
療
班 

　
　
　
　
　
（
☎
22
―
６
２
４
４
） 

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課 

 

●会場図 

至
羽
後
本
荘
駅 

大
内
・
本
荘
線 

中
央
線 

第２ブース 物
産 

第１ブース 

Ｐ Ｐ 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
と
き
　
８
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
20 

　
分
開
演 

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
文
化
会
館 

▽
ゲ
ス
ト
　
小
野
花
子
（
民
謡
日
本
一
）
、

　
田
中
恵
（
前
年
度
優
勝
） 

▽
内
容
　
大
賞
・
高
年
・
年
少
の
部 

※
今
回
は
予
選
、
決
選
の
全
日
程
を
一
日

　
で
行
い
ま
す
。 

▽
入
場
料
　
５
百
円
（
高
校
生
以
下
は
無

　
料
。
） 

▽
入
場
券
販
売
所
　
市
商
工
会
お
よ
び
市

　
商
工
会
各
支
所
、
本
荘
文
化
会
館
ほ
か 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
会
（
☎
23
―

　
８
６
８
６
） 

▽
と
き
　
８
月
16
日
（
土
）
午
後
１
時
〜 

▽
と
こ
ろ
　
「
ぽ
ぽ
ろ
っ
こ
」
屋
外
特
設

　
会
場 

▽
司
会
　
あ
べ
十
全
、
桜
庭
み
さ
お 

▽
ゲ
ス
ト
　
バ
リ
ト
ン
伊
藤
、
シ
ャ
バ
駄

　
馬
男
、
マ
ッ
キ
ー
ほ
か 

▽
内
容
　
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト
コ
ン

　
テ
ス
ト
、
盆
踊
り
、
ネ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー

　
ほ
か
屋
台
や
出
店
も
多
数
あ
り
。 

※
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
出
場
希
望
の
方
は
７
月
31
日
（
木
）
ま

　
で
に
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア

　
ー
ト
大
内
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
商

　
工
会
大
内
支
所
内
）（
☎
65
―
２
２
１
８
） 

 

▽
と
き
　
８
月
１
日
（
金
）
午
後
５
時
〜
９
時 

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
駅
前
通
り 

▽
内
容 

　
第
１
ブ
ー
ス
（
踊
り
エ
リ
ア
） 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
　
吹
奏
楽
（
新
山
小
学
校
） 

　
超
神
ネ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
、
ヤ
ー
ト
セ
交
流
会
、

花
輪
ば
や
し
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
由
利
本
荘

し
ょ
う
ぶ
音
頭
、
新
本
荘
追
分 

（
踊
り
参
加
者
募
集
中
！
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
）
　 

　
第
２
ブ
ー
ス
（
ラ
イ
ブ
エ
リ
ア
） 

　
佐
々
木
大
介
ラ
イ
ブ
、
松
本
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
北
風
ロ
ッ
ク
・
石
屋
、
石
川
コ
ウ 

▽
そ
の
他
　
会
場
内
に
て
物
産
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
車
は
、
組
合
病
院
跡
地
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
午
後
４
時
か
ら
セ
グ
ウ
ェ
イ
試
乗
会
を
行
い
ま 

　
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
本
荘
青
年
会
議
所
（
担

　
当
　
佐
々
木
）
（
☎
22
―
４
９
４
０
） 

：
 

：
 



　
ま
ぶ
し
い
太
陽
が
照
り
付
け
た

七
月
二
日
、
岩
城
中
学
校（
小
林

俊
夫
校
長
）と
道
川
小
学
校（
小
坂

晃
校
長
）
の
全
校
生
徒
・
児
童
総

勢
三
百
二
十
六
人
が
海
開
き
を
間

近
に
控
え
た
道
川
海
水
浴
場
の
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
、
各
班
に
分
か

れ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
缶
な
ど
浜

辺
に
流
れ
着
い
た
ゴ
ミ
を
一
生
懸

命
拾
い
集
め
、
一
時
間
ほ
ど
で
回

収
し
た
ゴ
ミ
は
二
 
ト
ラ
ッ
ク
三

台
分
。
佐
々
木
健
太
郎
君
（
岩
城

中
三
年
）
は
、「
ゴ
ミ
の
量
に
は

正
直
び
っ
く
り
。
海
が
好
き
な
の

で
、き
れ
い
に
出
来
て
良
か
っ
た

で
す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
内
各
海
水
浴
場
の
海
開
き
は

今
月
十
九
日
。
今
年
も
大
勢
の
海

水
浴
客
が
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
旧
西
滝
沢
小
学
校
舎
の
解
体
が

決
ま
り
、
同
校
舎
で
の
最
後
の
イ

ベ
ン
ト
と
な
る
「
西
滝
沢
水
辺
プ

ラ
ザ
夏
ま
つ
り
」
が
七
月
五
日
・

六
日
の
両
日
、
西
滝
沢
子
ど
も
水

辺
協
議
会
（
伊
藤
正
弘
会
長
）
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
は
、
由
利
中
学
校
吹
奏
楽

部
に
よ
る
演
奏
や
超
神
ネ
イ
ガ
ー

シ
ョ
ー
の
ほ
か
「
ぞ
う
き
ん
が
け

レ
ー
ス
」
な
ど
多
彩
な
催
し
で
賑

わ
い
、観
客
は
皆
、夏
の
ひ
と
と
き

を
思
い
思
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
同
校
舎
へ
の
「
落
書
き
コ

ー
ナ
ー
」
も
設
け
ら
れ
、
参
加
者

は
今
ま
で
の
感
謝
の
思
い
を
込
め

な
が
ら
、
慈
し
む
よ
う
に
落
書
き

し
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
詰
ま

っ
た
旧
校
舎
と
の
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
由
利
五
万
八
千
石
の
旗
頭
で
あ

っ
た
中
世
の
武
将
、由
利
仲
八
郎
政

春
の
墓
前
祭
が
六
月
二
十
九
日
、由

利
地
域
川
西
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
政
春
は
一
三
一
五
年
、
同
地
域

奉
行
免
の
根
城
舘
に
移
り
住
み
ま

し
た
が
、
後
年
仁
賀
保
栗
山
館
の

鳥
海
弥
三
郎
に
攻
め
込
ま
れ
、
六

十
五
歳
で
無
念
の
最
後
を
遂
げ
ま

し
た
。
政
春
は
、
幕
末
の
福
井
藩

士
で
廃
藩
置
県
後
の
初
代
東
京
府

知
事
に
任
命
さ
れ
た
由
利
公
正
の

先
祖
に
あ
た
り
ま
す
。

　
当
日
は
多
数
の
関
係
者
が
歴
史

の
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

供
養
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
本
荘
地
域
に
あ
る
十
一
の
民
間
保
育
所
が
協

力
し
、
年
に
一
度
行
っ
て
い
る
「
本
荘
地
区
保

育
園
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
六
月
二
十

八
日
、
本
荘
文
化
会
館
周
辺
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
集
い
ま
し
た
。

今
回
は
特
別
ゲ
ス
ト
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｍ
Ａ
Ｙ
Ｕ
お

姉
さ
ん
を
迎
え
、
「
子
育
て
支
援
〜
み
つ
め
よ

う
、子
ど
も
の
笑
顔
・
親
の
活
き
活
き
〜
」
を
テ

ー
マ
に
、た
く
さ
ん
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち

や
保
育
士
が
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね

た
歌
や
踊
り
を
元
気
よ
く
披
露
。
ま
た
、
綿
あ

め
や
お
に
ぎ
り
な
ど
の
出
店
や
消
防
車
試
乗
体

験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
大
勢
の
人
だ
か
り
。

　
主
催
し
た
市
保
育
協
議
会
の
川
嶋
真
諒
会
長

は
「
先
輩
方
が
築
い
た
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
二
十
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

保
護
者
の
熱
い
応
援
の
お
か
げ
。
職
員
と
一
致

団
結
し
て
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
七
夕
の
日
を
目
前
に
控
え
た
七

月
五
日
、
善
隣
館
で
七
夕
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
荻
田
ヒ
サ
子
さ
ん
の
マ

ン
ド
リ
ン
と
木
下
裕
美
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
の
演
奏
に
よ
る
「
デ
ュ
オ 

コ
ン 

ア
モ
ー
レ
」
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
、「
夏
の
思
い
出
」、

「
丘
を
越
え
て
」、「
見
上
げ
て
ご

ら
ん
夜
の
星
を
」
な
ど
の
名
曲
を

次
か
ら
次
へ
と
華
麗
な
旋
律
で
演

奏
。
共
演
し
た
地
元
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
「
す
こ
や
か
コ
ー
ラ
ス
」

も
会
場
を
盛
り
上
げ
、
集
ま
っ
た

観
衆
は
、
ひ
こ
星
と
織
り
姫
が
一

年
に
一
度
だ
け
逢
う
こ
と
を
許
さ

れ
た
と
い
う
七
夕
の
日
の
夜
の
伝

説
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

ト
　
　
ン

い

い

　
矢
島
地
域
の
農
林
水
産
物
直
売

施
設
「
や
さ
い
王
国
」
が
こ
の
ほ

ど
九
周
年
を
迎
え
、
七
月
五
日
に

オ
ー
プ
ン
記
念
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
新
鮮
な
野
菜
や
山

菜
の
直
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
う

ち
わ
も
ち
な
ど
の
出
店
も
立
ち
並

び
、
訪
れ
た
約
八
百
人
の
観
光
客

は
お
い
し
そ
う
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
笹
巻
き
や
松
皮
も
ち
作

り
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
笹
巻
き
作
り
体
験
に
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
「
も
ち
米

を
入
れ
た
笹
を
ひ
も
で
結
ぶ
の
が

難
し
い
」
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
、
二
十
分
ほ
ど
で
茹
で
上
が
っ

た
自
慢
の
笹
巻
き
に
喜
び
の
表
情

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。



「
笑
顔
」
の
写
真
を
募
集
！
　
対
象
▼
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
（
市
内
在
住
） 

　
内
容
▼
写
真
１
枚
、
ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
、
子
ど
も
の
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別

・
住
所
・
○
○
さ
ん
ち
の
○
○
・
電
話
番
号
、
広
報
紙
へ
の
意
見
や
感
想
な
ど
　
申
し
込
み
▼
郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
で
広
報
広
聴
課
へ
（
あ
て
先
は
巻
末
に
掲
載
）

三
浦
圭
さ
ん
ち
の
碧
天
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

　今回も多くの皆さんの受賞、活動の話題が届きました。 
「NHKのど自慢」の様子と合わせてお知らせします。

 

大
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
東
海
林

正
紀
会
長
）
が
六
月
三
十
日
、
出
羽
中

学
校
な
ど
を
訪
れ
、
読
書
活
動
を
推
進

し
て
ほ
し
い
と
図
書
券
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

 

こ
れ
は
同
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
地
域
の

文
化
活
動
へ
の
積
極
的
奉
仕
」
の
精
神

に
基
づ
き
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
の
収
益
を
大
内
地
域
の
五
小
・

中
学
校
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

 

出
羽
中
の
下
村
永
男
校
長
は
「
今
年

三
月
に
続
い
て
の
寄
贈
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
学
級
文
庫
や
朝
の
読
書

な
ど
を
利
用
し
、
本
に
親
し
む
活
動
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
を

述
べ
ま
し
た
。

 

北
海
道
函
館
市
で
行
わ
れ
た
「
全
国
建
具
大
会
」
で
、

市
内
の
次
の
建
具
製
作
事
業
所
の
作
品
が
昨
年
に
続

き
入
賞
し
ま
し
た
。

▽
厚
生
労
働
大
臣
賞
／
齊
藤
建
具
店 

　
「
６
枚
立
て
屏
風
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」 

▽
全
国
建
具
組
合
連
合
会
技
術
委
員
長
賞 

　
／
小
高
建
具
製
作
所
「
創
作
ド
ア
」

 

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
建
具
製
作

を
通
し
、
良
い
日
本
文
化
を
残
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

 

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
兵
庫
県
姫
路
市

で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
菓
子
大
博
覧
会
」

の
褒
賞
伝
達
が
こ
の
ほ
ど
秋
田
市
で
行
わ
れ
、

御
菓
子
司
勇
助
堂
（
伊
藤
勇
一
店
主
＝
円
内
）

の｢

初
夢｣

に
技
術
優
秀
賞
の
賞
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

 

大
博
覧
会
は
菓
子
産
業
や
商
業
、
観
光

な
ど
の
地
域
産
業
の
振
興
、
地
域
活
性
化

を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
四
年
に
一
度
の
大
会
。

今
回
は
県
内
の
二
十
九
業
者
、
三
十
二
品

が
入
賞
し
ま
し
た
。

 
｢

初
夢｣

は
夏
の
ナ
ス
を
砂
糖
漬
け
に
し
、

干
菓
子
と
し
て
年
明
け
に
販
売
す
る
期
間

限
定
商
品
。
七
年
前
か
ら
開
発
を
続
け
て

き
た
伊
藤
さ
ん
は
「
昔
か
ら
あ
る
製
法
で

す
が
、
水
分
の
多
い
ナ
ス
を
糖
化
さ
せ
る

こ
と
に
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
次
回
に
向

け
て
、
ま
た
気
合
い
を
入
れ
ま
す
」
と
、

五
回
目
の
受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。 

｢

初
夢｣

は
五
本
入
り
で
六
百
八
十
二
円
。

　｢

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢｣
が
七
月
六

日
、
本
荘
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
で
全
国
に
生
放

送
さ
れ
ま
し
た
。
の
ど
自
慢
は
本

市
誕
生
三
周
年
を
記
念
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
平
成
十
一
年
に
旧

本
荘
市
で
行
わ
れ
て
以
来
の
こ
と

で
す
。
前
日
の
予
選
会
に
は
二
百

五
十
組
が
出
場
。
午
後
０
時
30
分

か
ら
五
時
間
に
わ
た
り
、
一
発
勝

負
で
歌
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

 

当
日
は
「
秋
田
由
利
牛
」
や
「
ご

て
ん
ま
り
」
な
ど
、
市
の
紹
介
ビ

デ
オ
が
映
さ
れ
た
後
、
予
選
を
通

過
し
た
二
十
組
が
徳
田
章
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
司
会
で
「
鐘
三
つ
」
を

目
指
し
ス
テ
ー
ジ
へ
。
派
手
な
衣

装
で
登
場
す
る
方
、
息
の
合
っ
た

と
こ
ろ
を
見
せ
る
グ
ル
ー
プ
や
お

達
者
な
姿
を
披
露
す
る
お
年
寄
り

な
ど
、
多
彩
な
皆
さ
ん
が
思
い
思

い
に
自
慢
の
の
ど
を
披
露
し
ま
し

た
。

 

ゲ
ス
ト
の
布
施
明
さ
ん
、
藤
あ

や
子
さ
ん
が
プ
ロ
の
歌
唱
で
聴
衆

を
魅
了
し
た
後
、
五
人
の
合
格
者

の
中
か
ら
秋
田
市
の
大
学
生
・
金

子
さ
ん
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き

ま
し
た
。

 

本
番
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
ゲ
ス
ト
の
お
二
人
が
二

曲
ず
つ
熱
唱
。
本
市
を
舞
台
に
繰

り
広
げ
ら
れ
た
「
の
ど
自
慢
」
が

全
国
の
茶
の
間
な
ど
に
流
れ
、
大

き
な
Ｐ
Ｒ
に
な
り
ま
し
た
。

　７月１日号本紙26㌻「おくやみ」中、木内万四郎さん(東鮎瀬)は「東鮎川」の誤りです。また、13㌻「インタ
ーハイ出場おめでとう」中、尾留川千佳さん(石脇)は「薬師堂」の誤りです。おわびして訂正します。
 なお、28㌻中「二度豆」は、「（北海道・東北地方で）エンドウ」を言い、辞書により、三度豆は「（１年に三度作
る）①（山陰地方・愛媛県で）インゲンマメ、②（福島・新潟県で）サヤエンドウ」との記述や、「二度豆」の由来
として、「若いうちはサヤのまま、熟したらマメを出して乾燥させて食べるから」などの解説があるようです。

市
内
の
２
事
業
所
が
入
賞

写
真
／
左
か
ら
小
高
建
具
製
作
所
工
場
長
の
池
田
金
春
さ
ん
、 

齊
藤
建
具
店
の
齊
藤
重
太
郎
さ
ん
、
現
代
の
名
工
・
小
高
重
光
さ
ん

地
区
内
の
学
校
に 

図
書
券
寄
贈

―
大
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
― 写真／下村校長に図書券を手渡す伊藤多一幹事（右）

あ
お
い

玉
ノ
池 

藤
あ
や
子
さ
ん

布
施
明
さ
ん

徳
田
章
ア
ナ

ゲ
ス
ト
と
と
も
に
ス
テ
ー
ジ
に

立
つ
出
場
20
組
の
皆
さ
ん

拍手を送る観衆と合格者の皆さん。左から渡部和歌子さん（左）、佐藤正昴さん、チャンピオンの金子里佳子さん、佐々木恵介さん、沢井美鈴さん

観衆1,000人、



     　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。 

　
本
県
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
鳥
海

地
域
で
、
七
月
二
十
三
日
（
水
）
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
「
紫
水
館
」
を
会
場
に
「
公

開
研
究
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

　
こ
の
研
究
会
で
は
、
過
去
に
犯
罪
や
非
行

を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え
て
い
る
雇

用
主
と
労
働
者
の
姿
を
と
ら
え
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
ビ
デ
オ
の
鑑
賞
、
中
学
生
の
意
見

発
表
、
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
会
が
あ
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
県
警
察
音
楽
隊
の
パ
レ
ー
ド
・
舞

台
演
奏
な
ど
も
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
交
通
防
災
課 

（
☎
24
―
６
２
５
１
） 

　採用予定職種・採用予定人員 
　行政職　  上級・中級・初級のうちから ８人  
 
　受験資格 
　①上級　昭和54年４月２日から昭和62年４月１日までに生ま
　　　　れた方。 
　②中級　昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生ま
　　　　れた方で、大学を卒業または卒業見込みの人を除く。 
　③初級　昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生ま
　　　　れた方で、大学、短期大学などを卒業または卒業見込
　　　　みの人を除く。 
 
　第１次試験日　９月21日（日） 
　第２次試験日　第１次試験合格者に通知 
　試験会場　本荘由利広域交流センター（由利本荘市上大野16） 
　受験申込書の請求　７月22日（火）から８月20日（水）まで市総
　務部職員課へ。郵便で請求する場合は「職員採用試験受験申
　込書請求」と朱書きし、140円切手とあて先を明記したものを
　同封すること。 
※受験申込書は、各総合支所振興課でもお求めになれます。 
※受験案内は、「由利本荘市ホームページ」でもご覧になれます。 
※電子メールによる受験申込書の請求は受け付けておりません。 
 
　申し込み締め切り　8月20日（水）（当日消印有効） 
 
                                                                               
　　受験申し込み・問い合わせ先 
　　　市総務部職員課 
　　　　〒015-8501　由利本荘市尾崎17　☎２４－６２１６ 

平成21年度採用予定の市職員を次のとおり募集します。 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

▽
 

　
市
で
は
こ
の
ほ
ど
「
子
吉
川
、
石
沢
川
、

赤
田
川
、
芋
川
」
を
対
象
と
す
る
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
流
域
住
民
や

町
内
会
、
防
災
関
係
機
関
な
ど
に
配
布
し

ま
し
た
。 

　
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
河
川
が
氾

濫
し
た
場
合
に
備
え
て
、
地
域
の
住
民
の
方
々

が
素
早
く
安
全
に
避
難
し
て
い
た
だ
き
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

水
防
法
で
指
定
さ
れ
た
被
害
の
想
定
さ
れ

る
区
域
と
浸
水
の
程
度
や
避
難
場
所
な
ど

の
情
報
を
地
図
上
に
明
示
し
た
も
の
で
す
。 

　
浸
水
想
定
区
域
図
は
現
在
の
河
川
の
整

備
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
子
吉
川
で
百
年

に
一
回
、
芋
川
で
五
十
年
に
一
回
程
度
の

記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
氾
濫
し
た
場
合
に

想
定
さ
れ
る
浸
水
状
況
を
数
値
計
算
し
た
「
洪

水
氾
濫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
模
擬
計
算
）
」

か
ら
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
大
雨
情
報
や
こ
れ
ま
で
の
被
害
経
験
と

と
も
に
、
今
回
作
成
さ
れ
た
マ
ッ
プ
を
も

と
に
今
後
の
防
災
活
動
に
活
用
し
、
日
ご

ろ
か
ら
万
一
の
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
交
通
防
災
課 

（
☎
24
―
６
２
３
３
、
６
２
５
４
） 

「
子
吉
川
水
系
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

「
子
吉
川
水
系
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
作
成

を
作
成 

子吉川の氾濫で浸水被害を受けた川口地区 
（国土交通省東北地方整備局秋田河川国道事務局ホームページから） 

矢島地域、本荘地域（小友､子吉･南内越地区の一部） 

視聴をご希望の方は、10月31日までに 
加入申し込み手続きをお願いします―― 

　加入申し込みを受け付け中！ 
　今年度整備区域の加入申し込みを受け付けしています。
申し込み期限は10月31日です。この期間の申し込みに限
り、加入金30,000円は免除になります。お早めにお申し
込みください。平成21年４月からのサービス開始となり
ます。 
　なお、今年度の整備区域は次のとおりです。 
◆今年度整備区域 
□南内越地区の一部 
　　　谷地町内、土谷町内、横山町内、長者屋敷町内、 
    　　福田町内、畑谷町内、大浦町内 
□子吉地区の一部 
　　　埋田町内、宮内町内、玉ノ池町内、　法町内、 
    　　船岡町内 
□小友地区の全域 
□矢島地域の全域 
　対象地区のご家庭には申し込み書類を配布しましたが、
企業や事業所の方は申し込み関係書類を市役所情報政策
課、矢島総合支所振興課、小友出張所、子吉出張所、南
内越公民館でお受け取りください。 
　なお、11月以降も加入申し込みを受け付けますが、引
き込み工事は平成21年４月以降になります。この場合、
加入金30,000円はご負担いただきます。 

　現地調査が始まっています 
　今年度と来年度以降に整備する予定の地区でＣＡＴＶ
ケーブルを張るための電柱などを調査しています。 
　できるだけ電力やＮＴＴの柱を使いますが、市独自の
柱を設置する場合には、土地を所有する方に使用承諾を
お願いすることがありますので、ご理解とご協力をお願
いします。 
　現地調査は道路上や住宅周辺での作業になりますので、
調査へのご協力を重ねてお願いします。 

●問い合わせ先　情報政策課 
（☎24－６３６６、24－６２６８） 

は
ん 

　
市
で
は
、
西
目
地
域
の
四
角
井

戸
た
め
池
の
貯
水
率
が
30
％
を
切

る
な
ど
、
各
地
の
貯
水
池
で
水
不

足
が
憂
慮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
六

月
三
十
日
に
市
で
は
初
と
な
る
「
農

業
用
水
渇
水
対
策
室
」
を
設
置
し

ま
し
た
。 

　
七
月
四
日
に
は
同
対
策
会
議
を

開
催
。
市
、
県
、
Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん

せ
い
、
各
土
地
改
良
区
な
ど
の
代

表
が
出
席
し
、
現
在
の
状
況
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
対
応

策
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。 

　
市
で
は
引
き
続
き
、
水
不
足
に

よ
る
農
作
物
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
農
家
へ
水
管
理

の
徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

□
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
水
産
課

（
☎
24
―
６
３
５
３
） 

 

限
り
あ
る
資
源
　｢

水｣

を
大
切
に 

　
今
年
の
降
水
量
は
平
年
に
比
べ

て
極
端
に
少
な
い
状
況
に
あ
り
、

夏
場
に
向
け
て
水
不
足
が
心
配
さ

れ
ま
す
。 

　
生
活
用
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、

限
り
あ
る
資
源
「
水
」
を
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。 

　
ガ
ス
水
道
局 

（
☎
22
―
４
３
７
５
） 

水
不
足
に
よ
る
農
作
物
の 

管
理
に
、
十
分
ご
注
意
を 

第
58
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

本
荘
地
区
『
公
開
研
究
会
』
in
鳥
海 



　
市
で
は
、
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
、
保
健
・
福
祉
・
医

療
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
施
策
を
展

開
す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
「
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま

す
。
こ
の
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
計
画

の
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
人
数
　
市
内
在
住
の
20
〜
40

　
歳
未
満
、
40
〜
65
歳
未
満
、
65
歳

　
以
上
、
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
か
ら

　
各
１
人
、
合
計
３
人

▽
応
募
方
法
　
市
長
寿
支
援
課
、
各

　
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
備
え
付
け

　
の
応
募
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　
７
月
28

　
日（
月
）ま
で
、
市
長
寿
支
援
課
高

　
齢
者
支
援
班
（
☎
24
―
６
３
２
２
）

　
市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
公
営
住
宅

　
本
荘
地
域
　
１
戸（
松
涛
） 

　
岩
城
地
域
　
２
戸（
愛
宕･

愛
宕
西
）

　
由
利
地
域
　
２
戸（
滝
沢
舘
） 

▽
公
共
住
宅
（
若
者
住
宅
）

　
東
由
利
地
域
　
１
戸（
吉
野
） 

▽
申
し
込
み
期
限
　
７
月
25
日
（
金
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
市

都
市
計
画
課
（
☎
24
―
６
３
３
４
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課
ま
で

　
本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
で

は
、
平
成
20
年
度
お
よ
び
21
年
度
に

開
設
を
希
望
さ
れ
る
「
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
の
募
集
を
７
月

15
日
よ
り
行
い
ま
す
。
応
募
申
請
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
本
荘
由
利
広
域

市
町
村
圏
組
合
　
介
護
保
険
課
　
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

U
R
L:http://w

w
w
.chokai.ne.jp/ 

honyuko/

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
由
利
広
域

　
市
町
村
圏
組
合
介
護
保
険
課 
　
（
☎
24
―
３
３
４
７
）

▽
と
き
　
７
月
22
日
（
火
）
午
後
６

　
時
〜
８
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
文
化
会
館（
会
議
室
）

▽
内
容
　
【
講
義
・
実
技
】
①
ス
ポ

　
ー
ツ
障
害
と
予
防
　
②
テ
ー
ピ
ン

　
グ
実
技
　
講
師
　
工
藤
克
之
さ
ん

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

▽
定
員
　
40
人
　
▽
参
加
料
　
千
５

　
百
円
（
テ
ー
ピ
ン
グ
代
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
７

　
月
22
日（
火
）正
午
ま
で
、
市
教
育

　
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
24

　
―
６
２
８
７
）

▽
と
き
　
９
月
21
日
（
日
）
午
前
９

　
時
〜

▽
と
こ
ろ
　
市
商
工
会
（
本
所
、
矢

　
島
支
所
、
岩
谷
珠
算
教
室
）

▽
申
し
込
み
期
間
　
７
月
17
日
（
木
）

　
〜
８
月
20
日
（
水
）

▽
申
し
込
み
先
　
市
商
工
会
本
所
ま

　
た
は
各
支
所
窓
口

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
商
工
会
（
☎

　
23
―
８
６
８
６
）

　
県
で
は
、
統
計
に
関
す
る
知
識
を

広
め
、
統
計
の
表
現
技
術
を
高
め
る

た
め
、
全
県
の
小
中
高
校
生
、
大
学

生
お
よ
び
一
般
の
方
か
ら
統
計
グ
ラ

フ
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
　
自
由
（
た
だ
し
、
小
学

　
４
年
生
以
下
の
児
童
は
、
自
分
で

　
観
察
・
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ

　
に
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
）
　

▽
応
募
締
め
切
り
　
９
月
３
日
（
水
）

　
必
着

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
学
術
国
際
部

　
調
査
統
計
課
（
☎
０
１
８
―
８
６

　
０
―
１
２
５
１
）
、
美
の
国
あ
き

　
た
ネ
ッ
ト
の
調
査
統
計
課
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.akita.lg.jp. 

/tokei/

▽
募
集
期
間
　
〜
８
月
15
日
（
金
）

▽
応
募
資
格
　
●
年
齢
20
歳
以
上 

　
（
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
）       

　
●
相
談
お
よ
び
支
援
活
動
に
必
要

　
な
知
識
、
技
術
を
取
得
す
る
た
め

　
専
門
的
な
研
修
の
受
講
と
支
援
活

　
動
が
で
き
る
方

▽
募
集
人
員  

約
20
人

▽
選
考
方
法
　
①
提
出
さ
れ
た
申
込

　
書
な
ど
関
係
書
類
に
基
づ
き
、
一

　
次
審
査
を
行
い
「
支
援
活
動
員
候

　
補
者
」
と
し
て
選
考
。
②
一
次
審

　
査
で
「
支
援
活
動
員
候
補
者
」
に

　
選
考
さ
れ
た
方
は
、
約
２
年
間
の

　
研
修
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

　
ー
事
務
局
（
☎
０
１
８
―
８
８
７

　
―
７
６
０
５
）

　
80
歳
を
過
ぎ
て
20
本
以
上
自
分
の

歯
を
持
っ
て
い
る
元
気
な
お
年
寄
り

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
（
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
）

　
検
査
の
結
果
「
８
０
２
０
」
と
認

め
ら
れ
た
方
に
は
認
定
証
を
交
付
し
、

そ
の
中
の
一
人
が
地
区
代
表
と
し
て

県
中
央
審
査
会
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

中
央
審
査
会
で
は
各
地
区
の
代
表
か

ら
優
秀
者
を
決
定
し
、
県
歯
科
保
健

大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

▽
対
象
　
昭
和
３
年
３
月
31
日
以
前

　
に
生
ま
れ
た
方
で
現
在
自
分
の
歯

　
が
20
本
以
上
あ
る
方
（
治
療
し
た

　
歯
が
あ
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

▽
応
募
期
間
　
８
月
31
日（
日
）ま
で

▽
応
募
先
　
県
由
利
地
域
振
興
局
福

　
祉
環
境
部
（
由
利
本
荘
保
健
所
）

　
（
☎
22
―
４
１
２
２
）

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
誕
生
の
秘
密
と
舞
台

裏
」
を
テ
ー
マ
に
、
機
械
知
能
シ
ス

テ
ム
学
科
教
員
に
よ
る
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
７
月
26
日（
土
）、
８
月
２

　
日（
土
）
午
後
1
時
30
分
〜
４
時

▽
と
こ
ろ
　
カ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
（
秋

　
田
市
中
通
２
―
１
―
51 

明
徳
館

　
ビ
ル
2
階
）

▽
内
容
　
【
７
月
26
日
（
土
）
】
「
地

　
球
上
の
生
き
物
は
、
工
学
技
術
の

　
ア
イ
デ
ア
の
宝
庫
」
須
藤
誠
一
教

　
授
／
「
生
き
物
に
学
び
、
人
間
を

　
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
」
嵯
峨

　
宣
彦
准
教
授
　
【
８
月
２
日（
土
）】

　
「
暮
ら
し
と
産
業
を
支
援
す
る
ロ

　
ボ
ッ
ト
た
ち
、
そ
の
働
き
と
姿
」

　
岡
野
秀
晴
教
授
／
「
食
と
農
の
応

　
援
団
！
有
機
稲
作
を
支
援
す
る
除

　
草
ロ
ボ
ッ
ト
」
齋
藤
直
樹
助
教

▽
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　
す
（
受
講
無
料
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
県

　
立
大
学
秋
田
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画
チ

　
ー
ム
（
電
話
０
１
８
―
８
７
２
―

　
１
５
０
０
）

▽
と
き
　
８
月
18
日
（
月
）
〜
22
日

　
（
金
）

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー
、
本
荘
由
利
広
域
交

　
流
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
　
就
職
を
希
望
す
る
60
歳
台

　
前
半
層
の
高
齢
者
の
方

▽
定
員
　
25
人

※
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代
無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
由
利
本
荘
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　
タ
ー
（
☎
24
―
５
１
１
１
）

　
本
荘
郷
土
資
料
館
で
は
、
現
在
開

催
中
の
企
画
展
「
戦
争
の
記
憶
Ⅱ
」

に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
戦

争
体
験
を
語
り
継
ぐ
会
」
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
当
時
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
数
人
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
会
に
は
児
童
生
徒
を
含
め
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
事
前

申
し
込
み
不
要
で
す
。

▽
と
き
　
８
月
９
日
（
土
）
午
前
10

　
時
〜
正
午

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
郷
土
資
料
館

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
郷
土
資
料

　
館
（
☎
24
―
３
５
７
０
）

▽
テ
ー
マ
　
灯
台
の
あ
る
風
景
（
未

　
発
表
の
作
品
で
四
つ
切
り
〜
Ａ
３

　
の
画
用
紙
、
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
、

　
パ
ス
テ
ル
使
用
（
鉛
筆
は
除
く
）
）

※
作
品
の
裏
に
題
名
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
性
別
、
生
年
月
日
、
学
年
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
（
住
所
）

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

▽
表
彰
　
海
上
保
安
庁
長
官
賞
、
金

　
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
（
賞
状
お
よ
び

　
副
賞
１
〜
３
万
円
相
当
の
図
書 

　
券
）※
長
官
賞
、
金
賞
は
保
護
者

　
同
伴
で
東
京
に
て
受
賞
式

▽
部
門
　
小
学
生
低
学
年
（
１
年
か

　
ら
３
年
）
の
部
、
高
学
年
（
４
年

　
か
ら
６
年
）
の
部
、
中
学
生
の
部

▽
送
付
先
・
締
め
切
り
　
〒
１
０
５

　
―
０
０
０
１
　
東
京
都
港
区
虎
ノ

　
門
１
―
３
―
６
　
社
団
法
人
燈
光

　
会
へ
９
月
12
日
（
金
）
ま
で
必
着

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
灯
光
会
入
道
埼

　
支
所（
０
９
０
―
１
９
３
１
―
９

　
７
０
６
）、秋
田
海
上
保
安
部
交
通

　
課（
０
１
８
―
８
４
５
―
１
６
２
４
）

　
企
業
の
実
務
担
当
者
、
経
営
者
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
な
ど
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
と
き
　
７
月
24
日
（
木
）
全
体
説

　
明
会
／
午
後
１
時
15
分
〜
４
時
、

　
個
別
相
談
会
／
午
後
２
時
〜
４
時

　
30
分

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　
練
セ
ン
タ
ー

▽
定
員
　
40
人

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
雇

　
用
・
能
力
開
発
機
構
秋
田
セ
ン
タ

　
ー
（
☎
０
１
８
―
８
３
６
―
３
１

　
８
１
）

▽
受
験
資
格
　
昭
和
60
年
４
月
２
日

　
〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

　
方

▽
試
験
日
　
９
月
28
日
（
日
）
（
一

　
次
試
験
）

▽
試
験
地
　
札
幌
市
、
仙
台
市
、
東

　
京
都
、
名
古
屋
市
、
大
阪
市
、
広

　
島
市
、
高
松
市
、
福
岡
市
、
鹿
児

　
島
市
、
那
覇
市
か
ら
一
都
市
選
択

▽
受
け
付
け
期
間
　
郵
送
ま
た
は
持

　
参
／
７
月
22
日
（
火
）
〜
８
月
５

　
日
（
火
）
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／

　
７
月
22
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
29

　
日
（
火
）
午
後
５
時

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
仙
台
入
国
管
理

　
局
（
☎
０
２
２
―
２
５
６
―
６
０

　
７
６
）

　 　
来
年
度
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
子

ど
も
の
就
学
の
こ
と
や
、
心
配
事
の

教
育
相
談
を
行
い
ま
す
。
幼
稚
園
・

保
育
園
児
、
就
学
し
て
い
る
子
ど
も

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
８
月
７
日
（
木
）
午
前
10

　
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ

　
ン
タ
ー

▽
申
し
込
み
先
　
７
月
28
日
（
月
）

　
ま
で
、
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

　
課
（
☎
24
―
６
２
８
９
）

▽
と
き
　
７
月
25
日
（
金
）
午
前
10

　
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン

　
パ
ス

▽
内
容
　
特
許
（
発
明
）
、
実
用
新

　
案
な
ど
に
つ
い
て
弁
理
士
が
相
談

　
に
お
答
え
し
ま
す
。
※
予
約
制

▽
申
し
込
み
先
　
（
社
）
発
明
協
会

　
秋
田
県
支
部
（
☎
０
１
８
―
８
２

　
４
―
４
２
８
２
）

　従事日時　８月31日（日）午前８時30
　　分～午後０時30分
　従事内容　競技役員補助　
　募集人員　30人
　募集条件　会場となる南由利原青少年
　　旅行村に集合できること
　支給品　大会スタッフ帽子、当日の昼食
　申し込み方法　ご協力いただける方は
　　事務局にご連絡ください。申込書を
　　送付します。その申込書を郵送、Ｆ
　　ＡＸ、Ｅメールもしくは直接大会事
　　務局へ提出してください。
※申込用紙は市ホームページからもダウ
ンロードできます。
　申し込み期限　７月31日（木）まで

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

申し込み・問い合わせ先 
　鳥海高原マラソン大会事務局 
　市観光振興課鳥海山観光振興室内 
　TEL：24-6375　FAX：24-3044 
 　Eメールアドレス 
　tyokaisan@city.yurihonjo.akita.jp 



　 　
絵
画
を
通
し
て
、
次
代
を
担
う
児

童
た
ち
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
国

際
交
流
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

本
市
と
友
好
関
係
に
あ
る
各
都
市
の

協
力
を
得
て
開
催
し
ま
す
。

 

こ
の
機
会
に
各
国
児
童
の
力
作
を

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
　
７
月
25
日
（
金
）
〜
８
月     

　
３
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
　
ア
ク
ア
パ
ル
２
階

▽
出
展
都
市
な
ど
　
ヴ
ァ
ー
ツ
市 

　
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）
、
ブ
リ
ュ
ー
ジ

　
ュ
市
（
ベ
ル
ギ
ー
）
、
無
錫
市
（
中

　
国
）
、
本
市
小
学
生

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課

　
（
☎
24
―
６
２
２
６
）

　
鳥
海
ダ
ム
調
査
事
務
所
で
は
地
域

の
皆
さ
ま
に
鳥
海
ダ
ム
に
つ
い
て
の

理
解
や
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
「
出
前
講
座
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
町
内
会
や
学
校
な
ど
、
ご

要
望
に
応
じ
て
ご
指
定
の
会
場
に
お

伺
い
し
説
明
な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
鳥
海
ダ
ム
調
査

　
事
務
所
（
☎
23
―
５
１
２
０
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
こ
れ
ま
で
の
実

施
内
容
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す 

▽
由
利
本
荘
・
に
か
ほ
六
高
校
生
徒

　
指
導
連
絡
協
議
会 

【
禁
止
し
て
い
る
こ
と
】

　
①
夜
間
の
外
出
、
無
断
外
泊
②
成

　
人
映
画
館
、
パ
チ
ン
コ
店
、
喫
茶

　
店
な
ど
へ
の
出
入
り
③
テ
レ
ク
ラ
、

　
飲
酒
・
喫
煙
を
伴
う
カ
ラ
オ
ケ
ボ

　
ッ
ク
ス
の
利
用
④
飲
酒
、
喫
煙
、

　
薬
物
乱
用
⑤
自
転
車
使
用
時
の
並

　
進
、
二
人
乗
り
、
傘
差
し
、
無
灯

　
火
⑥
自
動
車
・
自
動
二
輪
車
（
無

　
許
可
）
の
運
転
免
許
取
得

【
学
校
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も
の
】

●
ア
ル
バ
イ
ト

※
次
の
業
務
は
許
可
し
ま
せ
ん
。

　
①
危
険
・
有
害
業
務
②
夜
間
業
務

　
③
酒
類
を
提
供
す
る
業
務
④
自
動

　
二
輪
車
や
自
動
車
を
用
い
る
業
務

　
⑤
責
任
が
重
す
ぎ
る
業
務
（
水
泳

　
場
監
視
補
助
員
な
ど
は
学
校
と
相

　
談
す
る
こ
と
）

●
校
外
の
集
会
、
諸
活
動
へ
の
参
加

お
よ
び
旅
行

※
同
級
会
の
許
可
基
準

　
①
昼
間
の
開
催
で
あ
る
こ
と
②
会

　
場
が
出
身
校
で
あ
る
こ
と
③
恩
師

　
な
ど
の
参
加
を
伴
う
こ
と
④
飲
酒
・

　
喫
煙
を
伴
わ
な
い
こ
と

●
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
、
旅
行
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
、
演
奏
活
動
な
ど

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
間
　
〜
９
月
30
日
（
火
）

▽
調
査
項
目
　
①
道
路
幅
員
②
歩
道

　
の
有
無
③
舗
装
区
分
④
行
き
止
ま

　
り
の
有
無

▽
調
査
区
域
　
市
内
全
域

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
税
務
課
（
☎

　
24
―
６
３
０
４
）

　
交
通
事
故
と
違
反
の
な
い
、
明
る

く
住
み
よ
い
地
域
は
み
ん
な
の
願
い

で
す
。
市
で
は
、
無
事
故
無
違
反
の

ま
ち
を
目
指
し
「
交
通
安
全
市
民
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
大
会
を
通
じ
て
交
通
安
全
の
輪
が

大
き
く
広
が
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き
　
８
月
１
日
（
金
）
午
後
１

　
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
文
化
会
館

▽
内
容
　
児
童
生
徒
に
よ
る
交
通
安

　
全
の
体
験
発
表
や
県
警
察
音
楽
隊

　
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
交
通
防
災
課

　
（
☎
24
―
６
２
５
４
）

　
電
気
の
メ
ー
タ
ー
を
検
針
に
お
伺

い
し
た
際
に
、
犬
に
か
ま
れ
る
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
犬
小
屋
の
位
置
、
首
輪
、
鎖
な
ど

に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
東
北
電
力
（
株
）

　
本
荘
営
業
所
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０

　
―
１
７
５
―
４
６
６
）
月
〜
金
曜

　
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
厚
生
労
働
省
お
よ
び
県
で
は
、
常

用
労
働
者
１
〜
４
人
の
事
業
所
を
対

象
に
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
対
象
と
な
る

事
業
所
に
は
、
７
月
下
旬
か
ら
９
月

に
か
け
て
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
学
術
国
際
部

　
調
査
統
計
課
　
経
済
統
計
班
（
☎

　
０
１
８
―
８
６
０
―
１
２
５
５
）

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で

授
業
を
行
う
、
正
規
の
大
学
で
す
。

一
科
目
か
ら
学
べ
、
入
学
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
。
教
養
学
部
と
大
学
院
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
期
限
　
８
月
31
日
（
日
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
放
送
大
学
秋
田

　
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
８
―
８

　
３
１
―
１
９
９
７
）

　
八
月
八
日
は
屋
根
の
日
で
す
。
瓦

屋
根
の
悪
徳
点
検
商
法
の
撲
滅
と
高

齢
者
住
宅
の
屋
根
に
対
す
る
不
安
を

解
消
す
る
た
め
無
料
で
行
い
ま
す
。

▽
と
き
　
８
月
８
日
（
金
）

▽
対
象
　
築
10
年
以
上
の
瓦
屋
根

▽
申
し
込
み
期
限
　
８
月
４
日
（
月
）

▽
定
数
　
先
着
50
人
（
高
齢
者
家
庭

　
は
、
定
数
外
で
も
対
応
し
ま
す
）

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
瓦
屋
根
診
断

　
技
士
会
事
務
局
（
　
金
子
製
瓦
所

　
内
）
（
☎
35
―
２
０
３
７
）

　
安
全
運
転
に
徹
し
て
お
り
ま
す
が

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
転
倒
な
ど

思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
お
降
り
の
際
は
、
バ
ス
が
停
留

所
に
着
い
て
完
全
に
止
ま
っ
て
か
ら

席
を
お
立
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
お

立
ち
に
な
っ
て
の
ご
利
用
の
場
合
は
、

つ
り
革
な
ど
に
し
っ
か
り
と
お
つ
か

ま
り
く
だ
さ
い
。 

　
バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸
支
局
・ 

　
（
社
）
秋
田
県
バ
ス
協
会

▽
と
き
　
７
月
19
日（
土
）〜
22
日（
火
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン

　
パ
ス
　
学
部
棟
Ⅰ
　
２
階
ア
ト
リ  

　
ウ
ム

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
立
大
学
本
荘

　
キ
ャ
ン
パ
ス
（
☎
27
―
２
０
０
０
）

　 　
固
定
資
産
税
第
２
期
分
と
国
民
健

康
保
険
税
第
１
期
分
の
納
期
限
（
口

座
振
替
日
）は
７
月
31
日（
木
）で
す
。

　
お
近
く
の
金
融
機
関
、
Ｊ
Ａ
ま
た

は
市
役
所
市
金
庫
で
忘
れ
ず
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
納
付
の

方
は
、
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
収
納
課
（
☎

　
24
―
６
２
５
６
）

　
７
月
末
日
ま
で
に
、
対
象
と
な
っ

て
い
る
方
へ
新
し
い
「
高
齢
受
給
者

証
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
期
限
の
切

れ
た
旧
証
は
ハ
サ
ミ
な
ど
で
裁
断
の

う
え
破
棄
し
て
い
た
だ
き
、
誤
っ
て

医
療
機
関
へ
提
示
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
生
活
課
国

　
保
班
（
☎
24
―
６
２
４
５
）
ま
た

　
は
各
総
合
支
所
市
民
課

　▽
と
き
　
７
月
23
日
（
水
）
午
後

　
　
１
時
〜
４
時

▽
と
こ
ろ
　
ア
ト
リ
オ
ン
（
秋
田
市
）

　
７
階
　
研
修
室

▽
対
象
　
各
機
関
の
相
談
援
助
者

　
　
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方

▽
内
容
　
講
演
「
切
れ
目
の
な
い

　
被
害
者
支
援
」
東
京
フ
ェ
ミ
ニ

　
ス
ト
セ
ラ
ピ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長 

　
平
川
和
子
さ
ん

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
県
中
央
男
女
共

　
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ー
相

　
談
室
（
☎
０
１
８
―
８
３
６
―
７

　
８
４
６
）
※
予
約
要
、
託
児
有
り 

　
地
元
出
身
の
関
利
樹
一
等
海
尉 

（
本
荘
高
校
・
平
成
４
年
３
月
卒
）

に
よ
る
広
報
を
行
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
市
民
の

方
ど
な
た
で
も
お
聞
き
に
な
れ
ま 

す
。
（
入
退
場
は
自
由
で
す
）

▽
と
き
　
７
月
23
日
（
水
）
午
後
６

　
時
〜

▽
と
こ
ろ
　
自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力

　
本
部
由
利
本
荘
地
域
事
務
所

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
本
荘
地
域

　
事
務
所
（
☎
22
―
３
４
７
９
） 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
食
生
活
改
善
や

健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
の
一
つ
と

し
て
、
特
定
保
健
用
食
品
の
中
か
ら

「
食
用
油
」
に
つ
い
て
、
専
門
家
に

よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き
　
８
月
４
日
（
月
）
午
後
１

　
時
15
分
〜
３
時
ま
で

▽
と
こ
ろ
　
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
演
題
　
『
メ
タ
ボ
予
防
と
か
し
こ

　
い
油
の
選
び
方
』
　
講
師
　
管
理

　
栄
養
士
　
荒
谷
　
玲
さ
ん
　

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
本
荘
保
健
セ
ン

　
タ
ー
栄
養
指
導
班
（
☎
22
―
１
８

　
３
４
）

▽
と
き
　
８
月
10
日
（
日
）
【
午
前

　
の
部
】
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
【
午

　
後
の
部
】
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ
　
県
立
由
利
工
業
高
校

▽
対
象
　
科
学
に
触
れ
て
み
た
い
人
、

　
興
味
の
あ
る
人
（
小
中
学
生
な
ど

　
ど
な
た
で
も
）
各
部
定
員
40
人

▽
内
容
　
「
電
気
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

　
の
ほ
か
、
数
種
類
の
小
中
学
生
向

　
け
の
実
験
教
室

▽
持
ち
物
　
作
品
を
入
れ
る
袋
、
筆

　
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
水
筒
な
ど

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
８

　
月
８
日
（
金
）
ま
で
、
県
立
大
学

　
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス 

　
　
　
伊
藤
（
☎
27
―
２
２
１
０
） 

㈱

　国民健康保険の加入世帯に、今年度の納税通知書
をお送りしています。国保税は、世帯主が納税義務
者となりますので、世帯主が国保の加入者でない場
合でも納税通知書は世帯主名でお送りしています。

　本年10月以降、年金から国保税を天引き（特別徴
収）させていただく予定の方には「国民健康保険税
納税通知書　兼　特別徴収開始通知書」をお送りし
ています。第１期（納期限７月31日）から第３期（納
期限９月30日）までの納付書も同封していますので、
第３期までは納付書での納付をお願いします。口座
振替をお申し込みの方には、振替口座および各期納
付額を記載した明細を同封していますので、内容を
ご確認ください。

　年金から天引き（特別徴収）させていただく予定
の方については、一定の要件を満たす場合、申し出
により、口座振替に変更することができます。

　問い合わせ先　市税務課国保税班（☎24－6306）
　　　　　　　　または各総合支所振興課税務班

▽

昨年の交通安全パレード

http://w
w
w
.thr.m

lit.go.jp/chokai 
/koukai dem

ae kouza/f koukai de 
m
ae kouza.htm

l

20年度

19年度

18年度

ごみの減量化を目指して
３年間のごみの搬入量を比較しています

可燃・不燃ごみ　　 資源ごみ

（単位：t）

2,581

2,496

2,344

2,196

2,195
2,169

385

372

347

310 
308

294



 

矢島地域矢島地域  矢島地域  

▽
 

▽
 

▽
 

 

　市内の図書館・図書室をオンラ
インで結ぶネットワーク環境がこ
のほど整い、７月１日、矢島公民
館図書室（日新館）で地元利用者、
市関係者などが参加して稼働式が
行われました。これにより、読み
たい本などの蔵書検索がすばやく
でき、貸借手続きの時間が大幅に
短縮されます。 
　なお、出羽伝承館については、
平成23年度から実施されます。 

　ＡＢＳ秋田放送24時間テレビから、
このほど本荘図書館へ視覚障害者支
援の一環として、拡大読書器や再生
録音機などの障害者サービス機器の
贈呈を受け、７月１日贈呈式が行わ
れました。これは今年から始まった
チャリティー活動で、県内では本荘
図書館が最初となります。 
贈呈を受けた機器／拡大読書器、再
生録音機、音声パソコン、デジタル
録音機、点字プリンター、音声朗読
機、ＣＤコピー機 

◎本荘図書館　☎22－4900 
昭和の一級史料を読む　　　保阪正康 
科学の扉をノックする　　　小川洋子 
取るに足らない事件　　　早川いくを 
音楽遍歴　　　　　　　　小泉純一郎 
ねじれ―医療の光と影を越えて― 
　　　　　　　　　　　　志冶美世子 
数字で犯罪を解決する 

キース・デブリン 
エリック・クラプトン自伝 

エリック・クラプトン 
メモリー・キーパーの娘 

キム・エドワーズ 
平成大家族　　　　　　　　中島京子 
いすゞ鳴る　　　　　　　　山本一力 
乾杯屋　　　　　　　　　　三田　完 
NHK「美の壷」シリーズ 

NHK「美の壷」製作班 
「お茶のおけいこ」シリーズ全40巻 

世界文化社 

「お母さん読書会」共催読書会 
　と　き　７月22日㈫　13時30分～ 
　ところ　青少年ホーム 
　テーマ　「源氏物語・宇治十帖」 
　講　師　鈴木　タキさん 

◎岩城図書館　☎73－3673 
医療再生は可能か　　　　　川渕孝一 
金色の野辺に唄う　　あさの あつこ
東京島　　　　　　　　　　桐野夏生 

年下の男の子　　　　　　五十嵐貴久 
アフガンの男　上・下 

フレデリック・フォーサイス 
玉ねぎの皮をむきながら 

ギュンター・グラス 
オーケストラ大図鑑 

東京フィルハーモニー交響楽団 
ぼくらのサマーキャンプ　　芝田勝茂 
ママ、ぼくのことすき？ 

ノリス・カーン 
めでたしめでたしからはじまる絵本 

リチャード・エギエルスキー 
◎由利図書館　☎53－2121 
生きていてもいいかしら日記 

北大路公子 
窓際OL親と上司は選べない 

斎藤由香 
はじめての小説（ミステリー） 

内田康夫 
ダモイ遥かに　　　　　　辺見じゅん 
地球の生れ変わるとき 

さくら　あや 
地名の社会学　　　　　　　今尾恵介 
絆　佐賀のがばいばあちゃんと 
宮崎のてげなかあちゃん 

島田洋七&東国原英夫 
ウツボカズラの夢　　　　　乃南アサ 
うちへかえろう　　　　　小川内初枝 
食堂かたつむり　　　　　　小川　糸 
秋田「祭り」考　　　　　　飯塚喜市 



おくやみ申し上げます

＜６月16日～30日受け付け分＞

※8月15日号に掲載希望の原稿は7月31日（木） 
　が締め切りです。紙面の都合などにより、 
　要点を抜粋して掲載する場合があります。

＜6月16日～30日受け付け分＞

■県立ゆり養護学校 
　　「夏のイベント」！
【夏まつり】
　たくさんのイベントや
出店、ゲームを準備して
お待ちしています。
　とき…７月19日（土）午後
　４時30分～６時30分
　ところ…ゆり養護学校
　校舎前広場
※雨天時、体育館
　お問い合わせ…ゆり養護
　学校　教頭・田中先生
　　　　　（☎27－2631）
【ふれあいショップ】
　作業製品の販売、体験コ
ーナーなどがあります。
　とき…７月29日（火）、30日
　（水）午前10時～午後３時
　ところ…イオンスーパーセ
　ンター本荘店　入り口付近
　お問い合わせ…水林新生園
　佐藤さん（☎23－3575）
【サマーキャンプ】　
　とき…８月１日（金）～２日（土）
　学校集合 午前８時
　学校解散２日（土）午前９時 
　ところ…ゆり養護学校
　対象…小･中学校の特別
　支援学級などに在籍し
　ている児童生徒とその
　保護者20人程度
　内容…中島台レクリエーシ
　ョンの森・獅子ヶ鼻湿原の
　自然観察、ゆり養護学校寄
　宿舎での宿泊体験など
　お問い合わせ…ゆり養護
　学校　教頭・田中先生
　　　　　（☎27－2631）

■ジュニア・サマースクール
　　in 遊学舎
　とき…８月17日（日）
　午前10時～正午
　ところ…遊学舎（秋田市）
　対象…小学生
　内容…極真空手体験、
　オカリナ講座、パン作
　りほか、全９講座
　申し込み・お問い合わせ…
　８月７日（木）まで、　ＮＰＯ
　法人あきたパートナーシップ
　　（☎018－829－5801）

■平成20年度　第２回患者塾
　とき…８月３日（日）
　午後１時30分～４時
　ところ…サンパル秋田
　テーマ…「認知症にな
　らないために」
　講師…県立脳血管研究
　センター　長田　乾先生
　参加費…500円
　内容…患者さんとお医
　者さんのよい関係を築
　くために、医療につい
　て語り合う場です。ど
　なたでも参加できます。
　お問い合わせ…ＮＰＯ法人
　あきたパートナーシップ
　　（☎018－829－5801）

■「ひなた」への参加者を募集しています
　ひきこもりなど、人間関係で足踏みし
ている若い人たちの集いです。
　とき…７月29日（火）午後１時30分～
　４時30分　　　会費…１回50円
　ところ…本荘勤労青少年ホーム
　お問い合わせ…三浦さん（☎23－2192）
■「コロニー夏祭り」開催！
　とき…７月31日（木）午後６時～８時15分 
　※雨天順延　８月１日（金）
　ところ…コロニー内「西公園」
　内容…フォークデュオ「正三＆タケロ
　ー」による演奏、西目はまなす太鼓、
　盆踊り、打ち上げ花火、出店など
　お問い合わせ…秋田県心身障害者コロ
　ニー（☎33－2255）

■ママたちでつくる育児サークル「親子リ
　ズム」体験会
　とき…７月24日（木）、31日（木）午前
　10時～11時30分
　ところ…広域交流センター
　内容…リズム体操、手遊び、絵本、ママたちの交流
　持ち物…タオル、飲み物、お皿
　対象…０歳から就園前の子どもと保護者
※月会費1,000円ですが、体験会は無料です。
　お問い合わせ…近藤さん（☎24－2767）
■ダンスパーティーを開催します
　とき…７月27日（日）午後１時45分～４時
　ところ…仁賀保公民館「むらすぎ荘」講堂
　会費…1,500円（前売り・予約には抽選券付）
　主催…ダンスプラザ・タケウチ
　お問い合わせ…竹内さん（☎090－3363－9263） 
■「夏休み子ども将棋大会」に参加しませんか！
　とき…８月２日（土）午前９時～正午（終了予定）
　ところ…本荘勤労青少年ホーム
　部門…小学生低学年の部、高学年の部、
　中学生の部　　　参加料…無料
※当日申し込みもできます。
　申し込み･お問い合わせ…鈴木さん（☎24－2030）

■精神障害者社会復帰施設「和」の地域
　交流会「納涼祭」へおいでください
　とき…８月９日（土）午後４時～８時
　ところ…精神障害者社会復帰施設「和」
　内容…由利工業高校吹奏楽部による演奏、
　ちびっこや大人向けのゲーム、大抽選会など
　募集…フリーマーケット（屋外５区画、
　１区画約一坪）※雨天中止
　お問い合わせ…（医）荘和会精神障害
　者社会復帰施設「和」中村さん、保科
　さん（☎24－0753）
■自然観察会「水と緑の親子観察会」のご案内
　とき…７月21日（月・祝日）午前10時
　～午後２時
　ところ…象潟海岸～道の駅象潟「ねむ
　の丘」裏周辺の磯浜（にかほ市）
　集合場所…９時50分まで、道の駅象潟
　「ねむの丘」駐車場
　対象…小学生と保護者（30組限定）
　持ち物…昼食、筆記用具、軍手、ズック、
　海水着など　　　参加料…無料　
　指導者…本荘由利支部自然観察指導員
　申し込み･問い合わせ…７月17日（木）
　まで、事務局　阿部さん（☎23－2580）

■「本荘地域還暦を祝う会」にご参加ください
　本荘地域在住で、昭和23年４月２日～
昭和24年４月１日生まれの方を対象に、
次のとおり開催します。
　とき…８月16日（土）正午～受け付け
　ところ…ホテルアイリス
　会費…15,000円（※当日持参ください）
　申し込み･お問い合わせ…７月25日（金）
　まで、ホテルアイリス還暦係（☎24－5115）
※北中学校、南中学校卒業生には別途案
　内ハガキを郵送しております。 
■由利工業高校「ふれあい体験学習」
　とき…８月11日（月）午前10時～午後３時
　ところ…由利工業高校実習棟
　対象…小学生（保護者同伴）
　内容…音センサで動くロボットやメロディ時
　計の製作、七宝焼き、木工教室など４コース
※各コースとも10組まで。定員を超えた
　場合は抽選とします。当選された方に
　のみ23日（水）までに連絡します。
　受け付け…７月16日（水）～18日（金）
　午前11時～午後４時
　申し込み･お問い合わせ…由利工業高校
　ふれあい体験係（☎22－5520）

伊　藤　芳　秋さん（60歳）中横町
齋　藤　貞　治さん（82歳）谷山小路
長谷山　幹　雄さん（71歳）東梵天
猪　股　伊次郎さん（87歳）雪車町
大　場　キミコさん（88歳）水林
村　上　共　江さん（66歳）大鍬町
柴　山　孝　子さん（60歳）赤田
堀　　　信　雄さん（86歳）薬師堂
猪　股　テツヨさん（86歳）砂子下
佐　藤　喜一郎さん（85歳）花畑町
東海林　俊　藏さん（91歳）小人町
山　田　ナ　カさん（83歳）矢島町荒沢
三　浦　　　仁さん（51歳）森子

猪　股　文　男さん（70歳）新上条
佐々木　トミエさん（98歳）川西
吉　田　サ　ヨさん（85歳）岩谷町
伊　藤　錬　治さん（78歳）小栗山
佐々木　孝　治さん（80歳）羽広
佐々木　長　悦さん（80歳）小栗山
小　嶋　克　忠さん（66歳）中館
小　松　イマヱさん（96歳）小栗山
遠　藤　トシミさん（84歳）東由利法内
大日向　二　郎さん（75歳）東由利法内
佐　藤　ハルヨさん（70歳）東由利黒渕
佐　　　久　雄さん（94歳）東由利蔵
加　川　松太郎さん（86歳）西目町出戸
三　森　幸　　さん（58歳）西目町出戸
佐々木　　　男さん（61歳）西目町海士剥
加　川　信太郎さん（94歳）西目町出戸

井　上　　　空ちゃん（孝志さん）新組町

山　田　望　愛ちゃん（研一さん）石脇

中　村　　　葵ちゃん（英男さん）石脇

齊　　　理　沙ちゃん（正人さん）二番堰

池　田　雄　仁ちゃん（ 仁 さん）石脇

渡　部　叶　多ちゃん（ 賢 さん）石脇

佐　藤　　　隼ちゃん（ 誠 さん）二番堰

石　川　未　悠ちゃん（昌吾さん）石脇

真　坂　妃　愛ちゃん（ 綾 さん）石脇

三　浦　美　咲ちゃん（輝喜さん）玉ノ池

三　浦　愛　美ちゃん（輝喜さん）玉ノ池

小　鴨　奈　夏ちゃん（壮規さん）石脇

小　川　桜　來ちゃん（聡明さん）東梵天

渡　辺　翔　夢ちゃん（ 誠 さん）石脇

前　川　　　怜ちゃん（ 亮 さん）石脇

柴　田　実　空ちゃん（ 学 さん）川口

嵯　峨　　　駿ちゃん（勝彦さん）南ノ股

木　内　　　楓ちゃん（ 厚 さん）大鍬町

沼　倉　史　佳ちゃん（友和さん）石脇

梶　原　結　來ちゃん（寿治さん）一番堰

三　熊　優　喜ちゃん（寿也さん）矢島町七日町

斉　藤　朱　音ちゃん（ 孝 さん）中帳

伊　藤　愛　奈ちゃん（和弥さん）徳沢

佐　藤　涼　桜ちゃん（清晃さん）東由利老方

阿　部　充　希ちゃん（一成さん）東由利宿

川　井　果　帆ちゃん（ 忍 さん）西目町出戸

蘆　田　すみれちゃん（ 淳 さん）西目町出戸

畠　山　夏　楓ちゃん（高明さん）西目町出戸

佐　藤　一　花ちゃん（天光さん）鳥海町下川内

そら

あおい

はやと

しゅん

かえで

か　　　えで

人の
動き

6月末日現在・住民基本台帳

88,148 

42,222 

45,926 

30,003

人 

人 

人

世帯

（－53） 

（－28） 

（－25） 
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黄

しぶやこまちクリニック
院長　渋谷　守重（元由利組合総合病院部長）
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